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◆
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
活
動
を
通
し
て

文
化
の
興
隆
と
社
会
教
育
の
進
展
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
喜
多
方
市
体
育
協
会
の

役
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
文
化
団
体
役
員
と
し
て

文
化
振
興
に
貢
献

　

長
坂 

健
司
さ
ん（
熱
塩
加
納
町
針
生
）

◆
多
年
に
わ
た
り
会
津
山
都
そ
ば
協
会
の

指
導
者
と
し
て
山
都
そ
ば
の
普
及
促
進
に

貢
献

◆
本
市
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
と
し
て

多
額
の
金
員
を
寄
付

市
功
労
者
を
表
彰
自
治
功
労
な
ど　

個
人
・
団
体
が
受
賞

故 

物
江 

和
一
さ
ん

（
高
郷
町
大
谷
）

佐
藤 

昭
大 

さ
ん

（
塩
川
町
上
利
根
川
）

太
田 

富
士
雄
さ
ん

（
岩
月
町
稲
村
）

石
田 

扶
さ
ん

（
慶
徳
町
豊
岡
）

森 

正
藏
さ
ん

（
山
都
町
河
原
田
）

冨
田 

幸
雄 

さ
ん

（
上
三
宮
町
上
三
宮
二
区
）

五
十
嵐
三
重
子 

さ
ん

（
熊
倉
町
小
沼
沢
）

田
中 

修
一 

さ
ん

（
山
都
町
沼
ノ
平
）

自
治
功
労

教
育
文
化
功
労

産
業
経
済
功
労

善　

行

　

市
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
労
者
に
贈

ら
れ
る
市
表
彰
の
今
年
度
の
受
賞
者
が

決
ま
り
、
表
彰
式
が
１１
月
５
日
、
喜
多

方
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

は
自
治
功
労
の
ほ
か
教
育
文
化
功
労
な

ど
４
部
門
、
１６
の
個
人
・
団
体
で
、
式

典
に
は
関
係
者
な
ど
約
９０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
唐
橋
幸
市
郎
表
彰
選
考
委
員

会
会
長
が
選
考
結
果
を
報
告
し
、
市
長

か
ら
受
賞
者
一
人
一
人
に
賞
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
受

賞
者
を
代
表
し
佐
藤
昭
大
さ
ん
が
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

◆
多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長
と
し
て
市
政

進
展
に
貢
献　

◆
多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し
て
市

政
進
展
に
貢
献
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旭
日
双
光
章

宮
城 

圀
泰
さ
ん（
７１
）桜
ガ
丘

瑞
宝
単
光
章

岩
下 

隆
さ
ん（
８２
）熱
塩
加
納
町

黄
綬
褒
章 

業
務
精
励（
金
融
業
）

小
島 

雄
人
さ
ん（
６３
）塩
川
町

金
属
工
作
機
械
工

【
優
秀
中
堅
技
能
者
】

金
属
プ
レ
ス
工

金
属
工
作
機
械
工

問 

商
工
課 

雇
用
労
政
係

☎（
２４
）５
２
３
３

故 

菅
野 

フ
ジ
ノ
さ
ん（
東
京
都
）

渡
辺　

利
郎
さ
ん（
東
京
都
）

　
◆
本
市
に
多
額
の
金
員
を
寄
付

◆
新
本
庁
舎
駐
車
場
に
ソ
ー
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ

街
路
灯
を
寄
贈

問  

総
務
課 

行
政
係
☎（

２４
）５
２
０
４

坂
内 

善
次
郎
さ
ん

（
東
京
都
）

㈱
岡
野
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス

大
久
保 

恭
一
さ
ん

（
塩
川
町
三
橋
）

㈱
大
英
設
備

小
椋 
義
友
さ
ん

（
神
奈
川
県
）

問

【
技
能
功
労
者
】

竹
細
工
工

刺
し
ゅ
う
工

理
容
師

　

市
技
能
功
労
者
表
彰
式
を
１０
月
３０
日（
金
）、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
技

能
功
労
者
と
し
て
４
人
、
優
秀
中
堅
技
能
者
と
し
て
２
人
の
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
山
口
市
長
か
ら
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
藤
澤

廣
子
さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度 

喜
多
方
市
技
能
功
労
者
表
彰
式

理
容
師

藤澤 廣子さん
(西四ツ谷)

理容師として50年
以上従事し、県理
容競技大会で３度
の優勝、後継者の
育成や理容技能の
伝承に貢献。

五十嵐 アサさん
(塗物町)

50年以上にわたり
ミシン刺しゅうに
従事し、刺しゅう
技能を通じて地域
に貢献。

三星 智善さん
(熊倉町本林)

60年以上にわたり
竹 細工に従事し、
竹細工の技術の伝
承、保存に寄与。

金
属
工
作
機
械
工

大塚 領さん
(山都町千咲原)

数値制御旋盤作業
業務に従事し、技
能に優れ、若手の
育成にも貢献。

白岩 浩一さん
(塗物町)

プレス作業に従事
しており、冷間鍛
造の加工に優れた
技能を有し、若手
の育成にも貢献。

金
属
工
作
機
械
工

中田 正秋さん
(熊倉町高柳)

37年間、金型製作
に携わり技能に優
れ、機械加工技能
士の先駆者として
若手育成に貢献。

問

旭
日
双
光
章

宮
城
圀
泰
さ
ん（
７１
）桜
ガ
丘

瑞
宝
単
光
章

岩
下
隆
さ
ん（
８２
）熱
塩
加
納
町

黄
綬
褒
章
業
務
精
励（
金
融
業
）

小
島
雄
人
さ
ん（
６３
）塩
川
町

秋の叙勲

昭和49年宮城歯科医院を開
院。平成16年から4年間県歯
科医師会長を務め、平成27
年はライオンズクラブ国際協
会332-D地区カバナーを担う。

昭和32年に旧熱塩加納村消
防団に入団し、農業の傍ら
地域の防火・防災に尽力した。
平成4年に同団第2分団長で
退団。

昭和50年に会津商工信用組合
に入組、平成22年より理事長。
顧客と地域を第一とし地域経
済を支えた。起業希望者への
創業塾にも力を入れる。
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　認知症は特別な病気ではありません。誰にでも起こり得る病気です。
　「認知症になっても、安心して暮らせるまち喜多方」をめざして、住み慣れた地域で生活を継続
するために、医療と介護および地域の支援機関などをつなぐコーディネーターとして10月1日から
認知症地域支援推進員を配置し、高齢福祉課内に「認知症相談窓口」を設置しました。

認知症のこと、悩まず早めにご相談ください。

認知症地域支援推進員の役割

1　地域の実情に応じて認知症の人やその家族を支援します。
2　電話や訪問などによって専門的な相談・助言を行います。
3　医療機関へ受診困難な方や介護サービス利用困難な方への支援を行います。
4　認知症や認知症予防の出前講座を行います（認知症サポーター養成講座など）。
5　認知症の人の状態に応じた適切なサービスが提供されるよう、医療、介護、地域のサポートなどの
　  連携支援を行います。

問 高齢福祉課 介護保険・予防室 ☎（24）5242

はじめまして、

認知症地域支援推進員です！

認知症になっても、
　　安心して暮らせるまち喜多方

問

認知症地域支援推進員
三浦 朋子（みうら ともこ）

家族が認知症
かもしれない

交流できる
場所はあるの？

どう接すれば
いいの？

もの忘れがあるけど
認知症？

どこで
受診すればいいの？

認知症になったら
自宅での生活は無理？

介護につかれた
最近、様子が

おかしい

認
知

症
サポーター

が

い
ま
す
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♥グループホーム（認知症対応型共同生活介護）とは、認知症の方が共同で生活する場で、食事・入浴
などの介護や機能訓練が受けられます。

♥「お茶会」では、グループホームのおやつの時間に参加し、認知症のこと、グループホームのこと
を理解します。また、情報交換や交流の場として、日頃困っていることや悩んでいることを相談す
ることもできます。少しでも気持ちが軽くなるよう、みんなで支え合う地域をつくっていきましょう!

♥市内には9つのグループホームがあり、現在5つの施設で開催中ですが、他の施設も準備中です。
※毎月の開催予定表は、高齢福祉課「認知症情報コーナー」に置いてあります。
※準備の都合がありますので、参加ご希望の方は、グループホームまたは高齢福祉課までお申し込み

ください。
認知症カフェを開催しているグループホーム

グループホーム名 お茶会名 備考

至福の郷グループホーム東町　　　　　  ☎（21）1980
字石田4041-1 スマイルカフェ 毎月開催

グループホームやわらぎ　　　　　　　  ☎（21）8711
東桜ガ丘一丁目136 やわらぎ茶屋 偶数月開催

グループホームもも太郎さん喜多方　　  ☎（21）8630
松山町村松字上原22 もも太郎さんカフェ 毎月開催

グループホームひまわり　　　　　　　  ☎（23）3715
字さつきが丘101 ひまわり喫茶 偶数月開催

グループホームひびき　　　　　　　　  ☎（30）1123
山都町字北松ノ前3144 ひびきカフェ 偶数月開催

問 高齢福祉課 介護保険・予防室 ☎（24）5242

　グループホームの「お茶会」に参加して、認知症やグループホームに
ついて理解してみませんか。参加料は、100円です。

　認知症の方も家族の方も、高齢者の方も、介護中の方も、子育て中のお母さんも赤ちゃんも子供も、
みんなで一緒にひと休みしませんか。特別なプログラムはありません。好きな時間に来て自由にお過
ごしください。飲食しながら交流しましょう。（申し込み不要、参加費無料）
♥場　所：慶徳公民館（慶徳ふれあい館）
♥持ち物：自分のおやつをご持参ください。（お茶の準備がしてあります） 
平成27年度日程表

開催日 開催時間

平成27年12月22日（火） 午後1時〜3時

平成28年1月27日（水） 午後1時〜3時

平成28年2月24日（水） 午後1時〜3時

平成28年3月23日（水） 午後1時〜3時

問 高齢福祉課 介護保険・予防室 ☎（24）5242

公民館でいっぷく（ちょっと一休み）しませんか

認知症カフェ開催中

問

問
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（1） 不審な電話や訪問
• マイナンバーの通知や利用、個人番号カードの交付などの手続で、国の関係省庁や地方自治体などが、
口座番号や口座の暗証番号、所得や資産の情報、家族構成や年金・保険の情報などを聞いたり、お金
やキャッシュカードを要求したりすることは一切ありません。また、ATMの操作をお願いすることも
一切ありません。こうした内容の電話や手紙、訪問には応じないでください。 
•電話、メール、訪問などにより、マイナンバーの安全管理対応の困難さなどを過度に誇張した商品販
売や不正な勧誘などには十分注意してください。
•「あなたの名前やマイナンバーを貸してほしい」といった依頼は詐欺の手口です。こうした手口で、
人を欺くなどして、他人のマイナンバーを取得することは法律により罰せられます。なお、不正な提
供依頼を受けて自分のマイナンバーを他人に教えてしまっても、刑事責任を問われることはありませ
ん。

（2）「なりすまし」の郵送物
•マイナンバーは、「通知カード　個人番号カード交付申請書 在中」、「転送不要」と赤字で書かれた封
筒に入って、簡易書留で各世帯に郵送されます。普通郵便でポストに入っていることはありません。
また、配達員が代金を請求したり、口座番号などの情報を聞いたりすることもありません。
•個人番号カードの交付申請の返信用封筒には、顔写真や個人情報を含んだ申請書を入れて、返信いた
だくことにしています。返信用封筒の宛先が「地方公共団体情報システム機構」であるか、ご確認く
ださい。個人番号カードの交付申請書に口座番号などを記載することはありません。

問 通知カード・個人番号カードに関すること…市民課☎（24）5225
　 制度に関すること…情報政策課☎（24）5210

マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報の
取得に十分ご注意ください!!　

…民間事業者の皆さんへ… 準備はお済みですか?
　民間事業者の皆さんもマイナンバーを扱うことになるため、従業員を雇用しているすべて
の事業者に導入準備が必要です。その際、法に定められた利用・提供・収集の制限があり、
これらを守らなければなりません。
○平成28年1月以降、以下の手続で従業員などのマイナンバーを記載
　する必要があります。
　・健康保険や厚生年金の手続、源泉徴収の手続
　・証券会社や保険会社が行う、配当金や保険金などの法定調書の
　　提出  など
　特に1月以降に短期で雇用するパート・アルバイトなどのマイナンバーは早期に取得する
必要があります。
　マイナンバーに対応した人事・給与などのシステム開発や改修、マイナンバーを適正に扱
うための従業員研修や社内規定づくりなどの準備を早期にお進めください。
　このことによる詳しい資料は、内閣官房による「マイナンバー（社会保障・税番号制度）
ホームページ」に掲載されています。

問

マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報の

内閣官房による「マイナンバー（社会保障・税番号制度）
マイナンバー　内閣官房

「マイナンバー（社会保障・税番号制度）
検索
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☆マイナポータルでの確認（平成29年1月から運用される予定です）
　　「情報提供等記録開示システム（マイナポータル）」によって、各個人が、
　行政機関が持っている特定個人情報を、いつ、だれが、なぜ提供したのか
　などの情報を確認できるようになります。

マイナンバー制度に対して、
●個人情報が外部に漏えいするのではないか?
●他人のマイナンバーを用いた「なりすまし」による不正利用により財産その他の
　被害を受けるのではないか?
●マイナンバーを使って国がさまざまな個人情報を一元管理するのではないか?
　などという懸念に対して、次のとおり対策を講じています。

【制度面での対策】 【システム面での対策】

マイナンバー総合フリーダイヤル　　０１２０ − ９５ − ０１７８（通話料無料）
月〜金　午前9時30分〜午後10時　　土・日・祝日　午前9時30分〜午後5時30分

（年末年始12月29日〜1月3日を除く）　

　通知カードが届いたら、3つの『ない』を守る必要があります。ご注意ください。

通知カードに関するお知らせ

マイナンバー制度における安全・安心のための対策

電話によるお問い合わせ先

（法律で決められている場合を除き）

1　自分の個人番号を他人に教えない!

（法律で決められている場合を除き）

2　他人の個人番号の提供を求めない!
 

3　カードを無くさない!
　　マイナンバーは一生涯使用する大切なものです。
　　カードは大事にしまっておきましょう。

マイナンバー総合フリーダイヤル　　０１２０ − ９５ − ０１７８（通話料無料）
月〜金　午前9時30分〜午後10時　　土・日・祝日　午前9時30分〜午後5時30分

（年末年始12月29日〜1月3日を除く）　

【制度面での対策】 【システム面での対策】

①　法律の規定によるものを除き、特定個人
情報（マイナンバーをその内容に含む個人
情報）の収集や保管を禁止しています。

②　マイナンバーの提供を受ける場合には、
本人確認が義務付けられています。

③　国の第三者機関である特定個人情報保
護委員会による監視・監督が行われます。

④　特定個人情報の不正利用などに対する
罰則が強化されています。

①　個人情報は一元管理せずに各機関で分
散管理し、芋づる式に情報漏えいすること
を防ぎます。

②　情報連携の際、マイナンバーはそのまま
利用せず、符号に変換して通信されます。

③　特定個人情報にアクセスできる人を制
限・管理します。

④　情報通信は暗号化されます。

マイナンバーに関するお知らせ
マイナちゃん
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平成27年度各会計の執行状況（9月末現在）　　　　単位：万円

会　　計　　区　　分 予算額
収入済額 収入率
支出済額 執行率

一　　般　　会　　計 267億4,513
121億1,282 45.3％

91億5,861 34.2％

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業特別会計 71億7,952
26億1,846 36.5％
29億7,498 41.4％

後期高齢者医療事業特別会計 5億2,283
1億5,284 29.2％
1億5,015 28.7％

介護保険事業特別会計 55億3,371
21億6,046 39.0％

20億135 36.2％

公有林整備事業特別会計 823
205 24.9％

21 2.6％

喜多方西部土地区画整理事業特別会計 2,217
1 0.0％

2,202 99.3％

塩川駅西土地区画整理事業特別会計 8,404
17 0.2％

4,068 48.4％

農業集落排水事業特別会計 1億9,958
1,231 6.2％
8,269 41.4％

下水道事業特別会計 15億5,182
9,414 6.1％

5億8,973 38.0％

駒形財産区特別会計 869
1 0.1％
0 0.0％

一ノ木財産区特別会計 4,060
0 0.0％
5 0.1％

早稲谷財産区特別会計 1,989
0 0.0％
5 0.3％

　

市
で
は
、
年
２
回
、
財
政
状
況
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
平
成
２７
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特

別
会
計
予
算
の
執
行
状
況（
平
成
２７
年
９

月
３０
日
現
在
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

平
成
２７
年
度
一
般
会
計
予
算
の
収
入
と

支
出
の
状
況（
繰
越
金
を
含
む
）は
、
９
月

末
現
在
で
予
算
総
額
２
６
７
億
４
５
１
２

万
７
千
円
に
対
し
、
収
入
率
が
４５
・
３
％

（
収
入
１
２
１
億
１
２
８
２
万
４
千
円
）、

執
行
率
が
３４
・
２
％（
支
出
９１
億
５
８
６

１
万
２
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
よ
う
計
画
的
、
効
率
的
な
財
政
運
営

に
努
め
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
で

元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光

都
市
」
の
実
現
に
向
け
た
諸
施
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

問 

財
政
課 

財
政
係
☎（

２４
）５
２
１
３

《
財
政
状
況
公
表
に
係
る
用
語
の
意
味
》

一
般
会
計

　

主
に
福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な
ど
の

地
方
公
共
団
体
が
基
本
的
な
施
策
を
行
う
た

め
の
会
計
で
す
。
施
策
を
行
う
た
め
の
収
入

に
は
、
市
税
・
地
方
交
付
税
・
国
庫
支
出
金

な
ど
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

特
別
会
計

　

特
定
の
収
入
を
も
っ
て
特
定
の
施
策
を
行

う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。
一

般
会
計
が
市
税
な
ど
を
収
入
と
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
介
護
保
険
料
や
国
民
健
康
保
険

料
、
下
水
道
使
用
料
な
ど
を
収
入
と
し
て
い

ま
す
。

　

会
計
は
単
一
で
経
理
を
す
る
の
が
理
想
的

で
す
が
、
行
政
活
動
は
広
範
で
多
岐
に
わ
た

る
た
め
、
特
定
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
特
別

会
計
を
設
置
す
る
こ
と
で
施
策
や
資
金
運
用

の
状
況
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

繰
越
金

　

当
該
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
例
外
的
に
翌
年

度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。

市　

債

　

建
設
事
業
な
ど
の
財
源
を
調
達
す
る
た
め

に
行
う
長
期
の
借
金
で
す
。
市
役
所
庁
舎
の

建
て
替
え
や
学
校
の
耐
震
化
、
道
路
や
上･

下
水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
、
政
府
資
金
や

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。
施
設

は
、
何
十
年
も
使
う
も
の
で
、
今
、
税
金
を

納
め
て
い
る
世
代
の
人
だ
け
で
な
く
、
広
い

世
代
に
分
け
て
、
少
し
ず
つ
負
担
し
て
い
く

こ
と
が
公
平
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、

長
期
に
わ
た
り
返
済
し
ま
す
。

問

９
月
末
現
在
の
一
般
会
計
収
入
率
は
45
・
３
％
、
執
行
率
は
34
・
２
％

喜
多
方
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

下水道事業特別会計
 84億9,234万円

水道事業会計
 30億8,970万円農業集落排水事業 

特別会計
 13億1,217万円

塩川駅西土地区画
整理事業特別会計

 2億5,676万円

一般会計 
240億6,551万円

市債（市の借り入れの状況）
市債総額:372億1,648万円



　　広報きたかた　2015.12◯9

◆
配
水
管
の
建
設
、改
良
工
事
「
完
了
分
」

①
塗
物
町
地
内
、
岩
月
町
中
田
付
地
内
、

豊
川
町
下
高
額
地
内
、
山
都
町
小
布
瀬
原

地
内
に
お
い
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
配
水

管
の
布
設
替
え
を
し
ま
し
た
。

②
東
四
ツ
谷
地
内
、
塩
川
町
別
府
地
内
に

お
い
て
、
公
共
下
水
道
工
事
に
伴
い
支
障

と
な
っ
た
配
水
管
を
布
設
替
え
し
ま
し

た
。

問 

水
道
課 

業
務
班
☎（

２２
）１
５
６
１

工
務
係
☎（

２２
）１
５
５
６

　

水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
日
常
安
定
的

に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
く
た
め
、
施
設

の
維
持
管
理
お
よ
び
建
設
・
改
良
な
ど
の

事
業
を
推
進
し
、
経
費
の
節
減
と
効
率
的

な
業
務
運
営
に
よ
り
、
一
層
の
経
営
健
全

化
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
で
お

い
し
い
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

平成27年度  経理状況（9月末現在）
　

市
水
道
事
業
で
は
年
２
回
、
水
道
事
業

の
経
理
状
況
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
２７
年
度
水
道
事

業
会
計
の
９
月
末
現
在
の
経
理
状
況
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
２７
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
の
経

理
状
況
は
、
９
月
末
現
在
で
収
益
勘
定
に

お
い
て
調
定
率
が

４４
・
７
％（
調
定
額
５

水
道
事
業（
公
営
企
業
）の

業
務
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

億
５
２
７
７
万
円
）、
執
行
率
３０
・
７
％（
執

行
額
３
億
５
４
５
９
万
円
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、
法
律
で
独
立
採

算
制
を
基
本
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
維
持
管
理
費
、
修
繕
費
な
ど
の
経
費

は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
料
金

に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

上水道をご利用の皆様へ
　冬期間は積雪により検針ができませんので、認定（推定）
料金となります。期間は一部の地域を除き12月から翌年2
月までで、積雪量により延長する地域もあります。12月
からは認定（推定）料金でいただきますが、実際に使用さ
れた分との差額は、3月以降の検針結果に基づき精算しま
すので、ご理解とご協力をお願いします。
　3月中旬からは、メーター付近の除雪にご協力ください。
なお、冬期間の検針を希望される方は水道課までお申し
出ください。この場合、検針日間近になりましたら除雪
などを行っていただくことになります。

冬期間は水道管の凍結に注意しましょう
　冬期間は、低温による凍結で水道管や蛇口の破損など
が起こりやすいので、もう一度水抜栓の操作や電熱線の
電源を確認してください。また、水道管凍結などの原因
による漏水が発生しやすいので、漏水の早期発見のため
にも、次の手順で確認してください。
①使用している蛇口を全部閉めます。
②メーターボックスの蓋を開けて水道メーターを確認し

ます。
③水道メーターの回転指標（直径8mm位の銀色のもの）が

回り続ける場合は、漏水が考えられます。
※入院などで長期間留守にする時は、凍結破損による漏

水が原因で多額の水道料金となる場合がありますので、
必ず水道中止の手続きをしてください。水道中止の手
続きの連絡は水道課にお願いします。

収
　
入

区　　分 予算額 調定額 調定率
営 業 収 益 10億4,303 5億2,887 50.7％ 
営 業 外 収 益 1億9,319 2,387 12.4％ 
特 別 利 益 10 3 30.0％ 

計 12億3,632 5億5,277 44.7％ 

支
　
出

区　　分 予算額 執行額 執行率
営 業 費 用 10億5,858 3億1,594 29.8％ 
営 業 外 費 用 8,941 3,582 40.1％ 
特 別 損 失 430 283 65.8％ 
予 備 費 300 0 0.0％ 

計 11億5,529 3億5,459 30.7％ 
◆資本的収入および支出（資本勘定）　　　　　      単位：万円

収
　
入

区　分 予算額 調定額 調定率
出 資 金 1億966 4,945 45.1％ 
補 助 金 1,419 0 0.0％ 
負 担 金 6,160 1,356 22.0％ 
繰 入 金 24 0 0.0％ 

計 1億8,569 6,301 33.9％ 

支
　
出

区　分 予算額 執行額 執行率
拡 張 工 事 費 1億175 4,168 41.0％ 
建 設 改 良 費 3億3,258 1億573 31.8％ 
企業債償還金 3億6,751 1億8,264 49.7％ 
予 備 費 300 0 0.0％ 

計 8億484 3億3,005 41.0％ 

◆収益的収入および支出（収益勘定）　　　　　  　単位：万円

問   

平
成
２７
年
度
事
業
中
間
報
告
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議 
会
や
市
政
の
し
く
み
を
学
習

平
成
27
年
度
喜
多
方
市 

子
ど
も
議
会

　

平
成
２７
年
度「
喜
多
方
市
子
ど
も
議
会
」

が
１０
月
６
日
、
市
役
所
本
庁
舎
議
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
の
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
に
社
会
科
学
習
の
一
環

と
し
て
、
議
会
や
政
治
の
仕
組
み
を
体
験

学
習
し
、
市
の
施
策
や
郷
土
に
強
い
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
議
会
に
は
市
内
全
小
・
中
学
校

か
ら
各
学
校
代
表
の
２４
人
が
出
席
し
、
議

長
に
菅
井 
日
菜
乃
さ
ん（
会
北
中
）、
副
議

長
に
中
川 
翔
太
さ
ん（
姥
堂
小
）が
選
出

さ
れ
、
代
表
１２
人
の
質
問
に
市
長
、
副
市

長
を
は
じ
め
各
部
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

問 

学
校
教
育
課 

☎（
２４
）５
３
１
４

　

人
口
増
加
策
と
し
て
、
若
者
や
そ
の
家

族
が
過
ご
し
や
す
く
す
る
た
め
の
対
策
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
答
弁
）こ
れ
ま
で
の
産
業
を
盛
ん
に
す
る

取
り
組
み
に
、「
安
定
し
て
働
け
る
職
場

づ
く
り
」
や
「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
叶
え
る
」
よ
う
な
新
た
な
取
り
組

み
を
加
え
、
若
い
皆
さ
ん
が
「
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
魅
力
的
な
喜
多
方
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
の
減
量
の

取
り
組
み
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

（
答
弁
）市
で
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス（
物
を
大

切
に
使
い
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
）、
リ

ユ
ー
ス（
使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
て
使

う
こ
と
）、
リ
サ
イ
ク
ル（
資
源
と
し
て
再

び
利
用
す
る
こ
と
）の
３
Ｒ
活
動
の
呼
び

か
け
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
市
民
一
人
一

人
が
再
利
用
可
能
な
資
源
の
分
別
を
徹
底

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
ご
み
の
減
量

化
の
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

登
壇
順
に
掲
載

人口増加策
について

資源のリサイ
クルやごみの
減量について

５番議員
若菜 春加さん

(第三小)

４番議員
佐瀨 拓洋さん

(上三宮小)

副議長
中川 翔太さん

(姥堂小)

議　長
菅井 日菜乃さん

(会北中)

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
設
置
計
画
、
ま

た
そ
の
デ
ザ
イ
ン
化
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
答
弁
）カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
増
設
に
つ
い
て

は
、
危
険
な
箇
所
を
把
握
し
、
１
年
に
１０

カ
所
程
度
を
計
画
的
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
化
に
つ

い
て
は
、
ミ
ラ
ー
以
外
の
部
分
に
気
を
と

ら
れ
て
し
ま
い
、
安
全
の
確
認
が
お
ろ
そ

か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
マ
イ
ガ
を
見
つ
け
た
時
の
注
意
点

と
、
今
後
ど
う
し
た
ら
減
ら
し
て
い
け
る

の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
答
弁
）見
つ
け
た
時
は
、
触
れ
る
と
か
ゆ

く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
触
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で
は
幼
虫

の
段
階
で
駆
除
す
る
よ
う
薬
剤
を
提
供

し
、
散
布
す
る
機
械
を
貸
し
出
す
な
ど
、

成
虫
に
な
る
前
の
駆
除
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
成
虫
の
場
合
は
、
ほ
う
き
な
ど
で

た
た
い
て
つ
ぶ
す
な
ど
の
方
法
で
駆
除
し

ま
す
。

問

カーブミラー
などの増設に
について

マイマイガの
対処について

７番議員
井上 温斗さん

(熊倉小)

９番議員
石田 和柊さん

(慶徳小)
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高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
介
護
施
設
の
建
設

予
定
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
身
体
の
状
態
に
応
じ
た

４
種
類（
①
介
護
が
必
要
な
方
が
自
宅
で

の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
小
規

模
な
施
設
、
②
介
護
が
必
要
な
方
が
入
所

し
て
在
宅
復
帰
訓
練
を
す
る
施
設
、
③
認

知
症
の
方
の
た
め
の
施
設
、
④
心
身
の
病

気
や
障
害
に
よ
り
自
宅
で
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
な
い
方
の
生
活
の
施
設
）の
介
護
施

設
の
建
設
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

喜
多
方
の
米
や
野
菜
を
使
っ
た
喜
多
方

メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
全
国
に
喜
多
方
の
農

産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
答
弁
）
米
や
野
菜
を
使
っ
た
加
工
品
づ

く
り
に
補
助
金
を
設
け
た
り
、
専
門
家
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
、

農
家
を
積
極
的
に
支
援
し
、「
喜
多
方
の

豊
か
な
自
然
と
清
ら
か
な
水
で
育
て
ら
れ

た
農
産
物
」
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
全
国
に
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
考
え

で
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
計
画
を
考
え
て
い
る
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

（
答
弁
）駒
形
児
童
ク
ラ
ブ
は
手
狭
な
の

で
、
建
物
内
で
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

広
げ
ら
れ
な
い
か
検
討
中
で
す
。
ま
た
第

一
小
学
校
区
に
お
い
て
は
、
近
く
の
空
施

設
を
お
借
り
し
、
高
学
年
ま
で
の
受
入
れ

が
で
き
る
よ
う
に
準
備
中
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
内
す
べ
て
の
小
学
校
区
に
お
い

て
小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

バ
ス
の
本
数
や
路
線
を
増
や
し
て
欲
し

い
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
答
弁
）バ
ス
路
線
を
増
や
せ
ば
地
域
の
人

が
利
用
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
分
バ
ス
を
運
行
す
る
費
用
が
新
た
に

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
利
用

は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
な
の
で
、
す
ぐ

に
バ
ス
路
線
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
お
聞
き
し
、
利
用
し
や
す
い
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
の
財
政
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、
ま

た
税
金
の
主
な
使
い
道
や
財
政
を
よ
り
良

く
す
る
対
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
答
弁
）市
の
財
政
は
収
入
と
支
出
の
バ
ラ

ン
ス
が
よ
く
黒
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
税

金
の
使
途
は
、子
育
て
や
高
齢
者
の
支
援
、

産
業
の
発
展
、
道
路
の
整
備
な
ど
幅
広
く

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
雇
用
の
場
を
作
り
、

観
光
を
発
展
さ
せ
、
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
財
政
が
豊
か

に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
全
体
と
し
て
、
情
報
モ
ラ
ル
や
い
じ

め
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

（
答
弁
）い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
も

の
で
あ
り
、
必
ず
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
最
近
で
は
ネ
ッ
ト
い
じ
め

が
増
加
し
て
い
る
の
で
情
報
モ
ラ
ル
教
育

を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
い
じ
め
の

根
絶
に
は
一
人
一
人
が
い
じ
め
の
重
大
さ

を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
市
・
学
校
・
地

域
・
家
庭
そ
の
他
の
関
係
者
が
連
携
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
活
用
し
た
地

域
の
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
す
る
ア
プ
リ
や
ニ

ュ
ー
ス
購
読
な
ど
の
情
報
手
段
を
考
え
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
答
弁
）ご
提
案
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
情

報
発
信
の
手
段
と
し
て
は
有
効
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
多
く
の
市
民

に
利
用
し
て
も
ら
い
、
継
続
し
て
読
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
や
ア
プ
リ

の
開
発
と
そ
の
費
用
に
つ
い
て
は
課
題
が

あ
る
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

市
の
産
業
を
発
展
さ
せ
る
方
策
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
答
弁
）農
業
に
つ
い
て
は
、
農
家
自
ら
が

生
産
・
加
工
・
販
売
し
て
所
得
を
高
め
る

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
工
業
に

つ
い
て
は
、
企
業
誘
致
や
地
元
企
業
を
支

援
し
、
も
の
づ
く
り
の
振
興
を
図
っ
て
い

ま
す
。
商
業
・
観
光
業
に
つ
い
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
に
よ
り
消
費
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
産
業
が
一
体
と
な
っ
て
発
展
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

高齢者の施設
について

児童クラブの
充実について

市の財政状況
について

市の情報の発
信について

農産物の全国
ＰＲについて

バス路線に
ついて

いじめ･情報
モラルについて

市の産業
について

10番議員
小林 美結さん

(熱塩小)

15番議員
佐々木 壱樹さん

(駒形小)

19番議員
安部 愛菜さん

(第二中)

24番議員
山内 桜花さん

(高郷中)

12番議員
関本 悠太郎さん

(堂島小)

17番議員
長谷川 怜音さん

(高郷小)

20番議員
星 拓真さん

(第三中)

23番議員
正木 聖也さん

(山都中)
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喜
多
方
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会（
阿

部 

裕
会
長
）は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
税
を

身
近
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
自
主
納
税
の
輪
を
地
域
や
職

場
に
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
納
税
標
語
を
募

集
し
、
１１
月
１７
日
に
入
選
作
品
１４
点
の
表

彰
式
を
行
い
、
阿
部
会
長
よ
り
受
賞
者
一

人
一
人
に
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

わ
た
し
た
ち
の　

ゆ
た
か
な
未
来

わ
す
れ
ず
納
税

納
税
で
つ
な
ぐ

良
い
町
良
い
人
良
い
絆

納
税
で
か
が
や
く
ぼ
く
ら
の
町
作
り

ぜ
い
き
ん
で　

す
み
や
す
く
し
て
ね
。

ぼ
く
の
町

税
金
で
く
ら
し
安
全　

福
祉
社
会

考
え
よ
う　

税
の
意
味
と
使
い
道

ま
き
ま
し
ょ
う　

笑
顔
が
実
る

納
税
の
種

納
め
よ
う　

僕
と
私
の
未
来
の
た
め
に

納
税
で　

み
ん
な
の
住
み
よ
い

町
づ
く
り

納
税
者　

未
来
を
造
る　

創
世
者

税
金
で　

未
来
を
開
け　

日
本
国

納
税
で　

帰
り
た
く
な
る

町
づ
く
り

税
金
を　

大
事
に
使
っ
て

未
来
に
つ
な
げ

の
う
ぜ
い
は　

日
本
を
ま
も
る

だ
い
じ
な
ざ
い
さ
ん

【
最
優
秀
賞
】

【
最
優
秀
賞
】

【
優
秀
賞
】

【
優
良
賞
】

【
優
秀
賞
】

【
優
良
賞
】

【
佳
作
】

【
佳
作
】

磯
部 

紗
希　
（
熊
倉
小
３
年
）

江
川 

大
智　
（
第
一
中
３
年
）

佐
々
木 
快
斗　
（
駒
形
小
５
年
）

佐
藤 

大
智　
（
第
三
小
２
年
）

鈴
木 

杏　
（
第
一
中
１
年
） 

内
海 

旭
人　
（
第
一
中
２
年
）

日
下 

隼　
（
山
都
小
６
年
）

齋
藤 
颯
人　
（
山
都
中
２
年
）

青
木 

実
緒　
（
山
都
小
６
年
）

鈴
木 

優
樹　
（
第
一
中
２
年
）

佐
藤 

大
晟　
（
山
都
中
１
年
）

眞
部 

咲
羅　
（
山
都
小
６
年
）

五
十
嵐 

太
晟　
（
堂
島
小
６
年
）

若
菜 

勇
希　
（
加
納
小
２
年
）

問 

税
務
課 

税
制
収
納
班

☎（
２４
）５
２
１
６

問

平
成
27
年
度 

納
税
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

４
６
４
点
の
中
か
ら
入
選
作
品
14
点
が
決
ま
り
ま
し
た

みんべぇ号からのお知らせ　利用者からの声
　自宅から喜多方駅まで、会津中央病院への「通院」や「買い物」のために利用しています。初めて予約
型乗合交通を利用した時は、汽車の時間に余裕がありました。去年は利用していませんでしたが、今年初
めて乗って前とは違っていることに気付きました。幼稚園や小学校の園児や児童が利用しているとは分か
りませんでした。
　また、他の利用者も迎えに行って乗せるため、駅に到着するのが遅くな
ってしまうことがあります。
　先日、9時30分の電車に乗ろうと思って利用しましたが、時間がなく急い
で階段を上った時に転びそうになってしまいました。私は足が悪いので、
なるべく9時20分までに着くようにしてほしいと思いますので、よろしくお
願いします。　（岩月エリア　60代女性）
問 申 生活防災課 市民生活係☎（24）5208

み
な
さ
ん
も
、

「
み
ん
べ
ぇ
号
」
に

「
乗
っ
て
み
ん
べ
ぇ
～
」

問申

平成27年度  納税標語コンクール入選者
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日
頃
か
ら
、
健
康
の
維
持
・
増
進
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
健
康
ポ

ス
タ
ー
」
を
募
集
し
、
２
２
９
点（
小
学

校
低
学
年
の
部
５１
点
、
小
学
校
高
学
年
の

部
１
４
６
点
、
一
般
の
部
３２
点
）の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

１０
月
２９
日
に
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
で
、

各
部
門
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
健
康
の
た
め
に
心
が
け
て
い
る
こ
と

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
度　

健
康
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

▽
最
優
秀
賞　

髙
橋 

健
心（
豊
川
小
２
年
）

▽
優
秀
賞　

猪
俣 

葵（
松
山
小
２
年
）、
長

水 

咲
樹（
高
郷
小
３
年
）

▽
入
選　

中
村 

瑠
真（
第
二
小
１
年
）、
佐

藤 

結
望（
第
一
小
３
年
）、
小
田
切 

温（
関

柴
小
２
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

▽
最
優
秀
賞　

関
本 

悠
太
郎（
堂
島
小
６

年
）

▽
優
秀
賞　

星 

穂
波（
塩
川
小
６
年
）、
倉

兼 

楓
歩（
松
山
小
４
年
）

入
賞
者
の
皆
さ
ん

▽
入
選　

野
邉 

叶
羽（
第
二
小
６
年
）、
中

村 

涼
夏（
第
二
小
６
年
）、
田
代 

萌
衣（
山

都
小
５
年
）、
板
垣 

み
く（
山
都
小
５
年
）、

柳
沼 

瑛
飛（
慶
徳
小
５
年
）、鈴
木 

日
菜（
熊

倉
小
４
年
）、
中
島 

慶
斗（
第
三
小
６
年
）、

木
村 

美
月（
第
一
小
５
年
）、
阿
部 

想（
第

一
小
６
年
）、田
部 

晴
瑠
可（
第
一
小
６
年
）

【
一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）】

▽
最
優
秀
賞　

大
塚 

菜
生（
山
都
中
２
年
）

▽
優
秀
賞　

齋
藤 

颯
人（
山
都
中
２
年
）、

長
谷
谷 

惇
道（
会
北
中
２
年
）

▽
入
選　

岩
橋 

向
日
葵（
会
北
中
２
年
）、

斎
藤 

愛
夏（
山
都
中
１
年
）

問 

保
健
課 

健
康
推
進
室 

☎（
２４
）５
２
２
３

小学校高学年の部
関本 悠太郎さん

小学校低学年の部
髙橋 健心さん

一般の部（中学生以上）
大塚 菜生さん

小学校低学年の部

一般の部（中学生以上）

　僕は陸上をやっ
ていて、日ごろか
ら健康管理には気
を付けています。
　健康の大切さを
伝 え た い と 思 い、
応募しました。

　かぜをひきやす
いから、健康にな
りたいと思って応
募しました。
　 健 康 の た め に、
朝ごはんをしっか
り食べるように気
を付けています。

　野菜の絵を一番目立
たせたかったので、さ
まざまな野菜をバラン
スよく、丁寧に描くこ
とを心がけました。
　健康のために、バラ
ンスよく食事をとるこ
とや早めの就寝などに
気を付けています。

問
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朝
晩
の
冷
え
込
み
も
一
段
と
厳
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
風
邪
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
の
始

ま
り
で
す
。

　

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い
を
理

解
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い

よ
う
に
今
年
の
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

　

マ
ス
ク
の
着
用
は
、

飛
沫
感
染
の
リ
ス
ク

を
減
ら
し
、
感
染
拡

大
の
防
止
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

※
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
も
有
効
で
す

【
手
洗
い
】
と
【
う
が
い
】

は
感
染
予
防
の
基
本
で
す
。

特
に
流
行
期
は
、
帰
宅
後

の
習
慣
と
し
て
忘
れ
ず
に
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く

し
て
体
力
を
落
と
さ
ず
、

疲
れ
は
そ
の
日
の
う
ち
に

と
り
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
も
あ
り
ま
す

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
、
受
け
れ
ば
絶
対
に
か

か
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
重
症
化
を
防
ぐ
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
る
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
、
妊
婦
、

６５
歳
以
上
の
方
な
ど
へ
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
広
報
き
た
か
た
１１
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
っ
て
、

抵
抗
力
を
高
め
ま
し
ょ
う

外
か
ら
家
に
帰
っ
た
ら
、

手
洗
い
・
う
が
い
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

● 

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

●

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

● 

予
防
す
る
た
め
に
は 

●

予
防
す
る
た
め
に
は

予
防
す
る
た
め
に
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

注 

意 

報
!!

風
邪

イ
ン
フ
ルエ

ン
ザ

症状
咳
、
た
ん
、

く
し
ゃ
み
、

鼻
水
、

鼻
づ
ま
り
、

の
ど
の
痛
み

急
な
高
熱
、

悪
寒
、
頭
痛
、

関
節
痛
、

筋
肉
痛
、

下
痢

感染力
比
較
的
弱
い

非
常
に
強
い

潜伏期間
２
～
５
日
程
度

２
日
前
後

大人の「風しん抗体検査」も助成しています。
　先天性風しん症候群の予防のため、風しん抗体検査と検査結果で抗体価が推奨基準にある場合
の予防接種について自己負担額1,000円を差し引いた額を公費助成します。
★対象者　市内に住民票があり、妊娠を予定または希望している女性とその夫、妊婦の夫（いず
れもパートナー可）
※予防接種の助成対象になる抗体価基準　HI法で抗体価が32倍未満または、EIA法でEIA価8.0未満
または、国際単位301U/ml未満、および医師が認めた場合に、任意予防接種についても助成します。
★助成対象期間　平成27年4月1日〜平成28年3月31日（手続きは平成28年4月8日（金）まで）
★詳細は市ホームページに掲載しています。
問 申 保健課 健康推進室（保健センター）☎（24）5223または各総合支所住民課問申
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喜
多
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
福

祉
の
向
上
と
地
域
福
祉
の
拠
点
的
役
割
を

持
つ
施
設
で
、
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
施
設
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営
を
し

て
い
ま
す
。

　

１
階
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
併
設
、
２
階
の
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
方
々

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、
ま

た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
と
し
て

多
目
的
ホ
ー
ル
を
利
用
し
、
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
と
自
由
に
元
気
に
楽
し
く
、

身
体
を
お
も
い
っ
き
り
動
か
し
て
大
き
な

お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど
で
遊
べ
る
「
お
も

ち
ゃ
図
書
館
」
を
開
館
す
る
な
ど
、
高
齢

者
か
ら
乳
幼
児
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
衛
生

管
理
に
は
気
を
配
っ
て
お
り
、
入
退
館
時

に
手
指
の
消
毒
が
で
き
る
よ
う
館
内
に
次

亜
塩
素
酸
水
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

感
染
症
発
生
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整

備
し
、
手
す
り
や
室
内
の
消
毒
、
定
期
的

に
換
気
を
す
る
な
ど
環
境
に
配
慮
し
て
い

る
ほ
か
、
利
用
者
や
家
族
の
皆
さ
ん
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
に
つ
い
て
の
文
書

を
配
布
し
、
予
防
に
も
十
分
配
慮
し
て
い

ま
す
。

　

職
員
も
手
洗
い
、
う
が
い
、
消
毒
な
ど

の
徹
底
、
予
防
接
種
の
励
行
、
健
康
管
理

に
十
分
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
に
お
け
る
身
近
な
施
設
と

し
て
、
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 
喜
多
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
２３
）３
２
３
１

問

喜
多
方
市
の
指
定
管
理
施
設

「
喜
多
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
！

【材料（4人分】 
春菊200g　生しいたけ40g　チーズ40g　
卵100g　

（調味液）　ゴマ油 大さじ1　酢 大さじ2強　
しょうゆ 大さじ2　みりん 大さじ1

【作り方】
①春菊は色よくゆがき、食べやすい大きさに切る。
　生しいたけは網焼きにし、細く切る。
②卵は、炒り卵か錦糸卵にする。
③チーズは細かく切るか、溶けるチーズの時は、
　そのまま使用する。
④調味液を混ぜ合わせておく。しいたけ、春菊、
　チーズを混ぜ合わせ、調味液であえる。
⑤④を皿に盛り、②の卵を散らし仕上げる。
☆ほうれんそうや小松菜でもできます。

○　野菜は、色よく湯がくと見栄えが良い。
○　生しいたけは湯がかず、網でさっとあぶる。
○　卵は盛り合わせた上に散らす。
○　にんじんを加えるとさらに良い。

ポイント

《 かぜ予防の料理 》
　体温調節がうまくいかなかったり、体力が落ちたり
すると免疫力が落ち、風邪ウイルスによる症状がでて
きます。栄養補給・保温・安静により体力回復するこ
とで、かぜを予防できます。ウイルスに対する抵抗力、
免疫力を高めるビタミン・ミネラルを十分にとりバラ
ンス良い食事をとることが大切です。

春菊のミモザ風

栄養士の

健 康 レ シ ピ



16広報きたかた　2015.12 ◯

　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
あ
い

さ
つ
を
通
し
た
交
流
に
よ
り
地
域
と
の
結

び
つ
き
を
強
め
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
「
市
民
総
ぐ

る
み
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
９
月
２４
日
か
ら
１０
月
２３
日
ま
で

の
実
施
期
間
内
に
各
地
区
会
議
や
青
少
年

健
全
育
成
関
係
団
体
を
中
心
に
市
内
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
前
に
お
い

て
、
あ
い
さ
つ
を
啓
発
す
る
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

問 

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

市
民
総
ぐ
る
み
あ
い
さ
つ
運
動

未
来
を
拓
く
喜
多
方
人

一
つ 

強
い
心
・
愛
敬
の
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を
持
つ

 

人
に
な
ろ
う

一
つ 

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な

 

人
に
な
ろ
う

一
つ 

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
伝
統
に
誇
り

 

を
持
ち
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
地
域
を
創
造
す

 

る
人
に
な
ろ
う

一
つ 

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を
わ
き
ま
え
、

 

良
心
に
背
く
こ
と
の
な
い
人
に
な
ろ
う

一
つ 

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も
挑
戦
し
、

 

世
界
に
羽
ば
た
く
人
に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

　

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親（
保
護
者
）の
役
割

　

を
十
分
に
踏
ま
え
、
家
族
の
絆
を
大
事
に
し
な
が

　

ら
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
築
く
よ
う
努
め
よ
う

～
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
～

蓮
沼
門
三
翁
胸
像
除
幕
式
・
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

行ってみよう！  見てみよう！  やってみよう！

生涯学習の広場

　

１１
月
１６
日
、
市
役
所
本
庁
舎
市
民
ロ
ビ

ー
に
お
い
て
「
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指

針
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
偉
大
な
先

人
の
一
人
、
蓮
沼
門
三
翁
の
胸
像
が
公
益

財
団
法
人
修
養
団
ほ
か
３
団
体
よ
り
寄
贈

さ
れ
、
除
幕
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
養
団
山
﨑
一
紀
専
務
理
事
に
よ
る
寄

贈
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
上
野
副
市
長
お
よ

び
修
養
団
山
﨑
専
務
理
事
、
修
養
団
福
島

県
連
合
会
三
瓶
利
正
事
務
局
長
、
修
養
団

山
都
愛
汗
の
会
佐
藤
喜
久
司
会
長
、
修
養

団
愛
汗
喜
多
方
佐
原
元
会
長
に
よ
る
除
幕

～
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
～が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

除
幕
式
後
に
開
催
さ
れ
た
記
念
講
演
会

「
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
講
演
会
」

に
お
い
て
は
、
修
養
団
山
﨑
専
務
理
事
が

「
愛
と
汗
・
蓮
沼
門
三
の
人
と
思
想
」
と

題
し
、
蓮
沼
門
三
翁
の
生
涯
や
生
き
る
う

え
で
の
姿
勢
に
つ
い
て
、「
喜
多
方
市
人

づ
く
り
の
指
針
」
の
内
容
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

（
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

・
講
演
会
を
聴
い
て
、「
喜
多
方
市
人
づ

く
り
の
指
針
」
に
つ
い
て
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。

（
６０
代
・
女
性
）

・「
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
」
に
つ
い

て
、
き
め
細
か
い
行
事
な
ど
を
数
多
く
行

い
市
民
の
声
を
聴
く
よ
う
に
し
て
、「
ま

た
聞
き
た
い
・
ま
た
や
り
た
い
・
今
度
実

行
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
皆
が
な
れ

ば
よ
い
と
感
じ
ま
し
た
。（
６０
代
・
男
性
）

・
蓮
沼
門
三
翁
に
つ
い
て
の
講
演
を
聴
き
、

実
践
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
７０
代
・
女
性
）

問 

生
涯
学
習
課 
生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

少年センター補導員連絡協議会
によるあいさつ運動

青少年育成関柴地区会議
によるあいさつ運動

問

問

蓮沼門三翁胸像除幕のようす
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永
き
に
わ
た
り
市
社
会
教
育
委
員
と
し

て
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
推
進
の
た
め

尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

　

１０
月
１
日
山
形
県
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
平
成
２７
年
度
東
北
地
区
社

会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表

彰
と
し
て
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議
副
議

長
の
伊
藤 

尊
仁
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

社
会
教
育
委
員
と
し
て
地
域
の
社
会
教

育
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

葛
尾
村
と
の
１
回
戦
で
勝
利
し
、
勢
い

を
付
け
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を

尽
く
し
ま
し
た
が
、
力
及
び
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
に
対

し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
試
合
結
果

○
１
回
戦　

葛
尾
村　

１０
対
０

○
２
回
戦　

二
本
松
市　

０
対
１６

問 

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２４
）５
３
１
９

　

今
年
度
の
文
部
科
学
省
社
会
教
育
功
労

者
表
彰
で
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議
議
長

山
﨑 

信
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
、
１１
月
２
日

に
同
省
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
第
２
回
大
会
開
催
に
際
し

て
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
御
尽
力
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。
２
回
戦
で
今
大
会

優
勝
チ
ー
ム
と
対
戦
し
「
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
」
と
「
勝
利
を
つ
か
む
」
難
し
さ
を

大
い
に
感
じ
た
試
合
で
し
た
。

　

強
豪
チ
ー
ム
の
猛
攻
に
翻
弄
さ
れ
苦

し
い
ゲ
ー
ム
の
中
で
、
選
手
が
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
戦
い
抜
い
た
事
は
、
今
後
、

選
手
と
地
元
ソ
フ
ト
ボ
ー
ラ
ー
の
レ
ベ

ル
の
底
上
げ
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
監
督　

児
島 
哲
也

　

１１
月
１５
日
に
行
わ
れ
た
第
２７
回
市
町
村

対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
で
、
本

市
チ
ー
ム
は
参
加
５３
チ
ー
ム
中
総
合
９
位

（
５
時
間
１６
分
１３
秒
）と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

選
手
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　

大
会
の
詳
し
い
結
果
な
ど
は
平
成
２８
年

１
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２４
）５
３
１
９

　

１０
月
１７
日
か
ら
行
わ
れ
た
大
会
で
は
、

本
市
チ
ー
ム
は
２
回
戦
で
今
大
会
の
優
勝

チ
ー
ム
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1回戦で初回２点本塁打を放つ
外島和政選手

市長・教育長を表敬訪問された山﨑 信子さん

山﨑 信子社会教育委員の会議議長と共に
教育長･教育部長を表敬訪問された伊藤 尊仁さん

問

問

問

問

平成28年喜多方市成人式駐車場のお知らせ
　平成28年1月10日（日）、「平成28年成人式」を喜
多方プラザで開催します。
　成人式へ参加される方は喜多方プラザおよび押
切川公園体育館駐車場をご利用ください。
※喜多方プラザ北側通路は降車のみ利用できます。
　当日は喜多方プラザ周辺が大変混雑しますので
看板や係員の誘導に従い通行をお願いします。
　詳しくは、お問い合わせください。
問 生涯学習課 生涯学習係☎（24）5318問




